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国への要望書 

 

日頃から、千葉県の鉄道網等の整備につきましては、格別の御高配を賜り 

心から感謝申し上げます。 

鉄道網の整備促進は、千葉県の均衡ある発展を目指す上から、県土の骨格   

となる交通基盤の形成として特に重要であり、県民の鉄道輸送に求める       

期待はますます高まっています。 

また、少子・高齢化や生活スタイルの多様化等により、駅施設の充実や  

列車の運行ダイヤの改善等による鉄道の更なる利便性の向上が不可欠と  

なっております。  

こうした中で、千葉県及び県内市町村では、経済団体とともに結成した 

「千葉県ＪＲ線複線化等促進期成同盟｣において、本県のＪＲ線利用者の  

利便性の確保・向上を図るため、別添写しのとおり東日本旅客鉄道株式会社

へ要望しているところですが、国におかれましても、次の事項について、特段

の御配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

 

１ 新型コロナウイルス感染症対策について 

新型コロナウイルス感染症は、収束までに相当の期間を要することが

想定されることから、感染拡大防止に向けた持続的な対策が求められます。 

ついては、鉄道事業者に対して、利用者の健康と安全を守るため、   

引き続き、マスクの着用、うがい・手洗い、消毒、換気及び検温の励行、

防護措置などの対策の徹底や混雑情報提供などの取組について、御指導 

いただくよう要望します。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響により、鉄道事業者は、大変

厳しい経営状況にあることから、必要な安全対策や利便性向上の取組が

推進されるよう、鉄道事業者への支援を検討いただくよう要望します。 

 

 

 

 

 

 



 

２ 災害時における情報提供の円滑化について 

地震、集中豪雨、台風、大雪等による災害発生時においては、鉄道事業者

に対して、利用者や自治体への、鉄道の運行に係る情報を確実に伝達できる

広報・情報提供の体制の整備及び迅速かつ正確な運転取りやめ、運転再開の

見込み等の情報提供の実施について、御指導いただくよう要望します。 

また、その際は障害者や外国人等にも配慮した形での情報伝達を要望します。 

 

３ 鉄道輸送の安全対策について  

鉄道輸送における安全対策は何よりも重要であることから、鉄道事業者が、

事故防止に向けた社員教育の徹底、保安設備の改良、サイバーテロを含む 

テロ対策の強化、鉄道関連施設の災害対策・感染症対策等に取り組むよう、 

指導の徹底を要望します。 

 

４ バリアフリー化の推進について 

鉄道駅のバリアフリー化の推進については、バリアフリー法の基本方針を   

踏まえ、計画的に整備が進められているところですが、その対象となる１日

当たりの利用者数が３千人以上の駅及びバリアフリー基本構想の生活関連

施設に位置付けられた１日当たりの利用者数が２千人以上３千人未満の 

駅について整備を促進していただきたい。 

また、高齢者や障害者の利用が多いなどの特殊事情のある駅についても、

併せて設置の促進を要望します。 

 

５ ホームドア（可動式ホーム柵を含む）等の整備について 

令和４年４月には東日本旅客鉄道株式会社により、これまでの計画  

よりも１年前倒しして、令和１３年度末頃までのホームドア整備計画が 

示されるなど、今後、より一層の整備駅の増加が見込まれます。 

ついては、利用者が安心して鉄道を利用できるよう、車両の扉位置の相違 

などの課題に対応可能となる新たなタイプのホームドア等について、普及

を促進するとともに、ＩＴやセンシング技術等を活用した転落防止対策等

について、検討等を進めていただきたい。 

また、整備に係る鉄道事業者の負担軽減のための支援の拡充を要望  

します。 



 

 

６ 障害者の移動利便性の向上について 

東日本旅客鉄道株式会社では、現在、身体障害者及び知的障害者を運賃の

割引の対象としているところですが、障害者差別解消法の趣旨を踏まえ、 

精神障害者も身体障害者や知的障害者と同等の運賃割引が受けられるよう、

鉄道事業者への引き続きの働きかけを要望します。 

 

７ 本県を訪れる外国人等へのサポートについて 

本県を訪れる、外国人、障害者及び高齢者等が、鉄道を利用して県内の 

観光地などをスムーズに移動し、安心して観光や滞在を楽しむことが  

できるよう、鉄道事業者に対して、適切なサポートができる人材の育成や、

駅での案内強化等の指導を要望します。 

 

８ ダイヤ改正に地域の意見を反映する仕組みの創設について 

ダイヤ改正について、鉄道事業者は国への届出で変更することが可能 

ですが、利用者の利便性を確保するため、地域の意見を反映する仕組みの 

創設を検討いただくよう要望します。 

 

９ 多様な地域のニーズに対応した交通ネットワークの整備について 

本県は、人口が増加している都市部と、人口が減少している地方部の両方

を抱えております。 

このため、都市部においては、利用者数の増加に応じた増便や線路容量の

拡大による輸送力の増強等の混雑緩和対策や、ＪＲ京葉線と東京臨海高速

鉄道りんかい線との相互直通運転等のシームレスな移動の実現などが  

図られる必要があります。 

一方で、地方部においては、地方創生を図るため、路線の維持・活性化  

に向けた地域と鉄道事業者が連携した観光やまちづくり等の取組が   

求められていることから、両地域におけるこれらの取組について、事業者へ

の働きかけや必要な支援措置を講じていただくよう要望します。 

 

 

 

 



 

令和４年１２月１２日 

 

国土交通大臣  斉藤 鉄夫  様 

  

千葉県ＪＲ線複線化等促進期成同盟         

                            会 長 千葉県知事  熊谷 俊人 


